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理
事
会
報
告

９
月
度
理
事
会　

概
要

　

９
月
29
日（
木
）
午
後
７
時
か
ら
、

理
事
30
名
の
出
席
で
２
０
１
６
年

度
：
第
12
回
理
事
会
が
同
仁
会
本
部

３
階
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
挨
拶
の
あ
と
、
専
務
よ
り

会
務
報
告
、
そ
の
他
友
の
会
活
動
等

の
報
告
が
行
わ
れ
、
出
席
理
事
全
員

が
報
告
事
項
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
人
事
案
件
に
つ
き
提
案

が
行
わ
れ
、
出
席
理
事
全
員
の
賛
成

で
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

〈
会
務
報
告
の
主
な
内
容
〉

① 

災
害
対
策
関
連
で
法
人
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
に
お
け
る
基

本
理
念
、
行
動
指
針

② 

大
阪
府
が
ん
拠
点
病
院
取
得
の
条

件
に
「
治
験
委
員
会
の
設
置
」
が

必
要
な
た
め
倫
理
委
員
会
で
の
審

議
を
経
て
治
験
委
員
会
を
設
置
。

実
際
の
治
験
実
施
に
あ
た
っ
て
は

慎
重
な
対
応
が
必
要
な
ど
の
意
見

も
強
く
、
拡
大
常
任
理
事
会
で
の

学
習
と
討
議
の
場
を
持
つ
こ
と
。

③ 

共
同
組
織
拡
大
強
化
月
間
に
つ
い

て

　

 　
全
日
本
民
医
連
の
「
戦
争
法
廃

止
の
運
動
と
参
議
院
選
挙
の
新
た

な
広
が
り
を
力
に
、
地
域
へ
踏
み

出
し
共
同
組
織
活
動
を
大
き
く
前

進
さ
せ
よ
う
」
ア
ピ
ー
ル
を
確
認

し
、
具
体
的
行
動
内
容
と
目
標
に

つ
い
て
。

④
経
営
報
告

　

８
月
度
経
常
損
益
の
報
告
。

⑤
そ
の
他

　

副
師
長
の
創
設
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

社
保
平
和
委
員
会
活
動
及
び
み
み

は
ら
協
同
基
金
の
到
達
と
課
題
に
つ

い
て

基
地
建
設
を
阻
止
す
る
こ
と
、
南
ス
ー

ダ
ン
で
の
武
器
使
用
を
許
さ
な
い
声
を

広
げ
よ
う
と
、
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
集

会
後
は
、「
戦
争
法
の
発
動
と
め
よ

う
」「
み
ん
な
の
力
で
改
憲
と
め
よ

う
」
な
ど
と
コ
ー
ル
し
な
が
ら
、
御
堂

筋
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
９
月
19
日
は
、
戦
争
法

を
成
立
さ
せ
た
日
と
し
て
日
本
の
負
の

歴
史
に
残
る
で
し
ょ
う
が
、
近
い
将

来
、
戦
争
法
を
廃
止
さ
せ
た
日
が
、
日

本
の
正
の
歴
史
に
刻
ま
れ
る
事
を
現
実

の
も
の
に
す
る
力
で
す
。

　

「
戦
争
法
廃
止
」「
ア
ベ
政
治
を
許

さ
な
い
」
と
勧
め
ら
れ
て
き
た
運
動
、

そ
の
運
動
に
関
わ
っ
て
き
た
人
達
が
土

台
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
力

が
構
築
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

ア
の
現
場
で
適
切
な
瞬
間
に
手
指
衛

生
を
実
施
す
る
こ
と
で
院
内
感
染
は

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
実
際
に

手
指
消
毒
剤
を
使
用
し
実
演
も
交
え

な
が
ら
、
手
指
衛
生
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
か
ら
、「
手
指
衛

生
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、
職
員
の
感
染
対
策
に
対
す
る
、

意
識
の
向
上
に
繋
が
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
学
習
を
活
か

し
、
い
っ
そ
う
「
安
心
・
安
全
の
医

療
」
提
供
に
奮
闘
し
ま
す
。

（
耳
原
総
合
病
院　

品
質
管
理
部
感

染
制
御
室
／
感
染
管
理
認
定
看
護
師

 

五
角　

美
奈
子
）

　

９
月
８
日
、「
患
者
を
耐
性
菌
な

ど
の
院
内
感
染
か
ら
守
る
世
界
的
標

準
予
防
の
実
施
〜
病
院
か
ら
診
療
所

ま
で
」
と
題
し
、
感
染
対
策
の
第
一

人
者
の
市
川
高
夫
先
生
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
他
医
療

機
関
の
先
生
方
６
人
を
含
む
、
３
３

１
人
の
参
加
。
み
み
は
ら
ホ
ー
ル
は

も
と
よ
り
、
ラ
イ
ブ
中
継
し
た
５
Ｆ

会
議
室
も
満
席
の
大
盛
況
、
関
心
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

市
川
先
生
は
、「
院
内
感
染
を
防

ぐ
為
に
は
耐
性
菌
が
検
出
さ
れ
て
か

ら
で
は
遅
く
、
す
べ
て
の
人
に
適
応

す
る
標
準
予
防
策
の
徹
底
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
手
指
衛
生

や
個
人
防
護
具
の
着
用
が
あ
り
、
ケ

　

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
は
も
ち
ろ

ん
、
現
場
で
働
く
す
べ
て
の
人
を

感
染
源
か
ら
守
る
こ
と
が
、
感
染

管
理
認
定
看
護
師
の
役
割
で
す

（
日
本
看
護
協
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

よ
り
）。

　
　

当
院
に
は
「
感
染
管
理
認
定

看
護
師
」
が
２
人
在
籍
し
、
認
定

看
護
師
を
中
心
に
、
医
師
や
薬
剤

師
を
含
む
多
職
種
で
「
感
染
対
策

委
員
会
」
を
設
置
。
情
報
収
集
、

院
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
把
握
、

そ
し
て
職
員
に
対
す
る
啓
蒙
も
大

切
な
活
動
の
柱
の
ひ
と
つ
で
す
。

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
目
前
の
運
動
と
し
て
、

沖
縄
に
連
帯
し
て
辺
野
古
・
高
江
へ
の

　

〝
マ
マ
の
会
＠
お
お
さ
か
〞
か
ら

は
、「
参
議
院
選
挙
の
結
果
に
崩
れ
落

ち
そ
う
に
な
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に
立
ち
止
ま
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
と
、『
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

考
え
る
マ
マ
の
会
＠
お
お
さ
か
』
に
改

組
し
て
活
動
を
広
げ
る
」
と
決
意
を
述

　

台
風
が
迫
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
な

か
、
大
阪
靱
公
園
に
は
５
０
０
０
人
も

の
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。
同
仁
会
か

ら
は
職
員
・
友
の
会
あ
わ
せ
て
70
人
以

上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
野
党
４
党
（
民
主
党
・
共

産
党
・
生
活
の
党
・
社
民
党
）
が
登
壇

　

安
倍
政
権
に
よ
る
安
保
関
連
法
（
戦
争
法
）
が
強
行
採
決
さ
れ
て
か
ら
１
年
と
な
っ
た
９
月
19
日
、
全
国
４
０
０

以
上
の
地
域
で
「
戦
争
法
を
絶
対
廃
止
に
」「
９
条
・
憲
法
守
れ
」
と
集
会
や
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

「
戦
争
法
廃
止
に
」

「
野
党
共
闘
の
継
続

と
発
展
」
を
訴
え
ま

し
た
。

院内感染対策で学習会
２会場に300人以上 関心の高さ示す

▲
同
仁
会
・
友
の
会
か
ら

　

参
加
し
た
み
な
さ
ん

「
戦
争
法
」強
行
採
決
か
ら
１
年

廃
止
す
る
ま
で

あ
き
ら
め
な
い

講師の新潟勤労者医療協会　下
か
越
えつ
病院

麻酔科医　市川高夫先生

会場いっぱいの参加者（みみはらホール）


